
基礎医学英語 < P M >  
 

オーガナイザー  

教養・医学教育大講座 英語 教授 廣田麻子  

 

教  員  名  

教養・医学教育大講座 英語 教授 廣田麻子  

非常勤講師 勝又泰洋  

遺伝子制御学研究部 Alvin Acebedo 

大森千尋  

 

Ⅰ 一般学習目標  

  一般学術目的の英語力を磨き、習熟する。基礎的な一般学術英語を深く正確に読むこと、聞いて理解す

ること、医学論文執筆の基礎、発表の仕方の基礎を習得する。   

 

Ⅱ 個別学習目標  

１．基礎的な一般学術英語を正しく理解する  

２．基礎的な医療関連の記事の内容を理解する  

３．基礎的な医学論文の内容を理解する  

４．医療に関わる表現を聞いて理解する  

５．基礎的な学術目的のディスカッションをする  

６．医学論文の書き方の基礎を学ぶ  

７．学術英語語彙の語源を理解する  

８．学術英語語彙の語源の習得のためのラテン語とギリシア語の文法を理解する  

９．基礎的な国際保健の現場を知る  

10．基礎的な医療トピックを踏まえた実用英語に触れる  

 

Ⅲ 教育内容  

・  基礎的な総合医学英語を教授する  

・  臨床の場で使われる基礎的な英語の語彙を教授する  

・ ギリシア語・ラテン語に触れながら、学術英語語彙の語源を教授する  

・ 臨床の場で使われる英語の口語表現について教授する  

・ 最新の発生医学研究を踏まえたPractical Medical English Lesson を教授する  

・ 国際保健の現場の様子を教授する  

 

Ⅳ 学習および教育方法  

辞書を引いて予習することが必要である。  

 

Ⅴ 評価の方法  

  授業内試験８０%、提出物２０%で評価する。  

 

Ⅵ   教科書・推薦する参考書  

  教科書：『総合医学英語テキスト  step1』（メジカルビュー社）  

参考書：吉田和彦『語源で覚える医学英語辞典』（東京：メジカルビュー社、1995 年） 

平井美津子『語源で学ぶメディカル・イングリッシュ 550』（東京：南雲堂、2011 年） 



№ 月日 曜日 時限 項　　　　　目 担　　当　　科 担当

1 R2. 10. 27 火 4 医学英単語とその語源を学ぶにあたって（１） 英語 勝又

2 R2. 10. 27 火 5 医学英単語とその語源を学ぶにあたって（２） 英語 勝又

3 R2. 11. 6 金 4 国際保健 英語 大森・廣田

4 R2. 11. 6 金 5 Fever 英語 廣田

5 R2. 11. 10 火 4 生死にかんする英単語 英語 勝又

6 R2. 11. 10 火 5 異常にかんする英単語 英語 勝又

7 R2. 11. 13 金 4 Practical Medical English 英語
Alvin
Acebedo・廣
田

8 R2. 11. 13 金 5 Anemia 英語 廣田

9 R2. 11. 17 火 4 身体部位にかんする英単語（１） 英語 勝又

10 R2. 11. 17 火 5 身体部位にかんする英単語（２） 英語 勝又

11 R2. 11. 20 金 4 Dehydration 英語 廣田

12 R2. 11. 20 金 5 Obesity 英語 廣田

13 R2. 11. 24 火 4 身体部位にかんする英単語（３） 英語 勝又

14 R2. 11. 24 火 5 医学思想文献講読（１） 英語 勝又

15 R2. 11. 27 金 4 Headache 英語 廣田

16 R2. 11. 27 金 5 Chest Pain 英語 廣田

17 R2. 12. 1 火 4 治療にかんする英単語 英語 勝又

18 R2. 12. 1 火 5 医学思想文献講読（２） 英語 勝又

19 R2. 12. 4 金 4 Cough 英語 廣田

20 R2. 12. 4 金 5 まとめ 英語 廣田

21 R2. 12. 8 火 4 医学思想文献講読（３） 英語 勝又

22 R2. 12. 8 火 5 まとめ 英語 勝又

講　義　日　程　表（基礎医学英語　廣田　勝又）


